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　Information - 行政情報

医 学 生 奨 学 金 看 護 師 養 成 奨 学 金 介護福祉士養成奨学金

貸付対象者

①医師として市立病院等に従事
する意志を持っている医学生
②医師として就業先を制限する
他の奨学金の貸与や給付を受け
ていない医学生 ( ただし市内医
療機関に限定するものは除きま
す )

①市内に住所、生活の本拠がある人
かその家族。県内に住所があり、市
内の学校等に自宅から通学する人
②保健師助産師看護師法第 21 条に
規定する文部科学大臣の指定した学
校、または厚生労働大臣が指定した
看護師養成所に在学している人
③看護師の資格を取得し学校等を卒
業した後、市内の医療機関・福祉施
設等に看護師として勤務する意志を
持っている人

①市内に住所、生活の本拠がある人
かその子。県内に住所があり、市内
の学校等に自宅から通学する人
②社会福祉士及び介護福祉士法第
39 条に規定する文部科学大臣・厚
生労働大臣の指定した学校、または
厚生労働大臣が指定した養成施設に
在学している人
③介護福祉士の資格を取得し学校等
を卒業した後、市内の福祉施設・介
護サービス事業所に介護福祉士とし
て勤務する意志を持っている人

受 付 期 間
４月１日（金）から４月 28 日（木）までの午前８時 30 分から午後５時 15 分（土・日曜日、祝日を除く）に、
保険課へ申請書を提出してください。郵送の場合は、４月 28 日（木）の消印まで有効です。ただし、定員
に達しない場合は、12 月 20 日（火）まで随時受け付けます。

貸 付 金 額 月額 20 万円以内
（無利子で、年４回に分割して貸付）

月額４万４０００円
（無利子で、年４回に分割して貸付）

貸付の決定 審査の上、決定

貸 付 期 間 大学所定の修業期間
（大学在学中の６年間を限度）

大学、専門学校等の所定の修業期間
（大学４年間、専門学校３年間等を限度）

返 還

臨床研修等を修了後、または大
学を退学等した場合には、10 年
以内に返還しなければなりませ
ん。

卒業後１年を経過、または看護師
学校を退学等した場合には、貸与
期間の３倍に相当する期間中に返
還しなければなりません。

卒業後１年を経過、または学校を
退学等した場合には、貸与期間の
３倍に相当する期間中に返還しな
ければなりません。

猶 予

大学を卒業後、臨床研修・専門
研修を受講している場合や、市
立病院等で医師として業務に従
事している場合等は、返還が猶
予されます。

卒業後、他の看護師学校に進学し
ている場合や、市内の医療機関等
で看護職員の業務に従事している
場合等は、申請により返還が猶予
されます。

卒業後、市内の事業所等で介護福
祉士・介護職員として勤務してい
る場合等は、申請により返還が猶
予されます。

免 除

市立病院等に医師として一定期
間従事した場合は、申請により
奨学金の一部、または全部が免
除されます。

市内の医療機関・福祉施設等に看
護師として一定期間勤務した場合
は、申請により奨学金の一部、ま
たは全部が免除されます。

市内の事業所等で介護福祉士・介
護職員として一定期間勤務した場
合は、申請により奨学金の一部、
または全部が免除されます。

応 募 方 法

奨学金貸付申請書に推薦調書、
在学証明書、学業成績表、応募
理由書等を添えて、保険課に提
出してください。

奨学金貸付申請書（奨学金借入申込書）に連帯保証人 2 人が連署し、奨
学生推薦書、在学証明書等を添えて、保険課に提出してください。

保険課からのお知らせ
医師・看護師・介護福祉士を目指す人を応援します

医学生奨学金、看護師・介護福祉士 養成奨学金
　地域の医療・福祉の向上を図るため、市内の医療機関や福祉施設等に医師、看護師、介護福祉士とし
て就職しようとする学生に、奨学金の貸し付けを行います。それぞれ市内で一定期間業務に従事した場
合は、奨学金の一部、または全部が免除されます。

問 医学生奨学金・看護師養成奨学金…保険課健康保険係 ☎ 21‐０２５８
　 介護福祉士養成奨学金…保険課介護保険係 ☎ 21‐０２９９
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献
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。

◆
応
募
資
格
…
次
の
全
て
に
該
当
す
る
人

①
本
市
に
本
籍
を
有
す
る
人
、
ま
た
は

奨
学
金
申
請
時
、
市
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引
き
続
き
５
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住
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、
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等
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②
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績
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③
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付
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４
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薦
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確
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。
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０
０
０
円
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学
等
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生
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万
４
０
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０
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利
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の
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定
…
５
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下
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の

上
、
決
定
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付
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…
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付
決
定
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４
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５
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翌
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平
成
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を
返
還

中
で
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次
の
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に
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当
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る
人

①
平
成
26
年
４
月
２
日
以
前
か
ら
市
内

に
居
住（
実
際
に
生
活
）し
て
い
る
人

②
奨
学
金
の
返
還
、
市
税
等
を
完
納
し

て
い
る
人

◆
免
除
額
…
奨
学
金
の
貸
付
額
を
12
で
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し
た
金
額
を
上
限
と
し
、
毎
年
決
定

し
ま
す

◆
免
除
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間
…
平
成
28
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４
月
～
平
成

29
年
３
月

※
翌
年
度
以
降
も
継
続
し
て
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除
を
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け
た
い
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は
、
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請
が
必
要

で
す
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郵
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問 

学
校
教
育
課
総
務
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☎
21
‐
１
５
０
０

市
民
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

４
月
６
日

（水）
～
15
日

（金）

春
の
交
通
安
全
県
民
運
動

　
「
あ
の
道 

こ
の
道 
慣
れ
た
道 

安
全

確
認 

も
う
一
度
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、

春
の
交
通
安
全
県
民
運
動
が
行
わ
れ
ま

す
。
ド
ラ
イ
バ
ー
は
も
ち
ろ
ん
、
全
て

の
人
が
交
通
事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
安

全
な
行
動
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

◆
最
重
点
目
標

子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

◆
重
点
目
標

▽
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

▽
後
部
座
席
を
含
め
た
全
て
の
座
席
の

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

の
正
し
い
着
用
の
徹
底

▽
飲
酒
運
転
の
根
絶

▽
合
図
の
徹
底（
進
路
変
更
３
秒
前
・

交
差
点
等
右
左
折
時
30
ｍ
手
前
の
合
図

遵
守
）

▽
信
号
の
厳
守（「
赤
色
・
黄
色
信
号
は

止
ま
れ
」
の
遵
守
）

▽
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
の
励
行

問 

市
交
通
安
全
対
策
協
議
会（
市
民

課
内
） 

☎
21
‐
０
２
５
４


